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市
民
生
活
に
関
す
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
も
と
に
市
民
と
市
長
が
懇
談

す
る
「
市
民
と
市
長
と
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク
（
懇
談
会
）」
の
平
成
28
年
度
前

期
分
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
項
を
ご
確
認
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
開
催
し
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。（
抜
粋
）

<
 

募
集
要
項 >

■
対
象　

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
各
種
団
体
、
自
治

会
、企
業
、学
校
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
）
で
、

特
定
の
政
党
を
支
持
す
る
団
体
や
暴
力

団
、
宗
教
を
目
的
と
す
る
団
体
な
ど
は

除
き
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

一
方
的
な
要
求
や
苦
情
な
ど

で
は
な
く
、
広
く
市
民
生
活
に
関
す
る

事
柄
の
中
か
ら
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
を

団
体
な
ど
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
人
数　

原
則
と
し
て
10
人
か
ら
30

人
ま
で

■
開
催
月　

７
月
、
８
月
、
10
月
（
前
期
）

　
※
月
2
回
程
度

■
開
催
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後

９
時
の
間
で
、時
間
は
90
分
以
内

■
開
催
場
所　

申
込
団
体
な
ど
が
設
定

さ
れ
た
場
所
（
市
内
に
限
る
）
で
行
い

ま
す
。
減
免
制
度
の
あ
る
公
共
施
設
以

外
で
会
場
使
用
料
な
ど
を
要
す
る
場
合

は
、
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
方
法　

１　

会
場
の
手
配
や
準
備
は
、
主
に
申
込

団
体
な
ど
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２　

市
長
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め
る

職
員
が
同
席
し
ま
す
。

３　

懇
談
会
の
内
容
は
、
団
体
な
ど
の
代
表

者
か
ら
の
趣
旨
説
明
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て

の
市
長
説
明
、
市
民
と
市
長
と
の
懇
談
を

基
本
と
し
ま
す
。

４　

質
疑
や
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
、
一

方
的
な
要
求
や
苦
情
な
ど
は
話
題
と
し
ま

せ
ん
。

■
開
催
申
込　

申
込
書
に
テ
ー
マ
や
開
催
希

望
日
時
（
第
１
～
第
３
希
望
）、
開
催
場
所

な
ど
を
記
入
し
、
秘
書
広
報
課
へ
提
出
く

だ
さ
い（
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

ー
ル
）。
会
則
や
規
約
、
名
簿
が
あ
る
場
合

は
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
秘
書
広
報
課（
本
庁
２
階
）、

各
支
所
地
域
振
興
課
・
出
張
所
・
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。
な
お
、
同
一
団
体
な
ど
の
開

催
申
込
は
、
１
年
に
つ
き
１
回
で
す
。

■
申
込
期
限　

５
月
31
日
㈫

■
開
催
決
定　

テ
ー
マ
や
開
催
希
望
日
時
な

ど
を
確
認
し
、開
催
可
否
の
決
定
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。な
お
、開
催
決
定
後
、

緊
急
の
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
は
、開
催

を
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
公
表　

開
催
し
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
概
要

は
、
広
報
や
つ
し
ろ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

市
民
と
市
長
と
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク

問
合
せ

　
　
秘
書
広
報
課
☎
33
４
１
０
１

八
代
市
市
政
協
力
員
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
奈
久
校
区
会

平
成
28
年
１
月
21
日

テ
ー
マ
「
人
口
増
加
に
向
け
た
日
奈
久

　
　
　
　

活
性
化
対
策
に
つ
い
て
」

市
民　
（
事
前
に
同
校
区
会
で
は
、
３
班
に
分

か
れ
て
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
会
議
を
開
き
、
ま
と
め
た
意
見
や
課
題
を

班
ご
と
に
発
表
）
日
奈
久
の
人
口
は
、
毎
年
、

右
肩
下
が
り
で
減
少
し
、
現
在
で
は
３
千
人

を
切
る
状
況
で
す
。
高
齢
者
が
多
く
、
若
者

や
子
ど
も
た
ち
が
減
少
し
て
い
る
な
か
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
観
光
地
で
あ
る
日
奈
久
が
衰

退
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
市

も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

市
長　

日
奈
久
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
様
々
な
問

題
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、
各
地
域
が
特
徴
を

活
か
し
た
自
立
的
で
持
続
的
な
社
会
を
か
た

ち
づ
く
る
地
方
創
生
に
向
け
た
計
画
を
本
市

に
お
い
て
も
昨
年
の
１０
月
に
策
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
地
域
や
産
業
の
担
い
手
づ
く
り

に
必
要
な
施
策
と
し
て
、
開
催
費
用
に
対
す
る

補
助
を
行
う
「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
」
の
事
業
な
ど

を
提
案
し
た
い
。

市
民　

人
口
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
日
奈

久
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
で
、

大
変
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
っ
た
。
今
後
は
、

提
案
さ
れ
た
事
業
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
長
　
人
口
減
少
対
策
は
、
行
政
だ
け
で
取
り

組
め
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。▲テーマに関して意見を交わす参加者


